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呼 吸 器 感 染 症 に対 す るTazobactam/Piperacillinの 臨 床 的検 討

岳中耐夫 ・志摩 清

熊本市立熊本市民病院内科*

Tazobactam/piperacillin(TAZ/PIPC;YP14)の 呼吸器感染症8例 に対す る臨床効果 は著

効3例,有 効3例,や や有効1例,無 効1例 であった。起炎菌6株 のうち5株 が消失 しStaPhy-

lococcusaureus1株 は除菌 されなか った。副作用は認め られなかったが,臨 床検査値異常

変動 を2例 に認めた。以上 より,本 剤 は呼吸器感染症に対 して有用性の高い薬剤であるこ

とが示唆された。
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Tazobactam/piperacillin(TAZ/PIPC)は,β-ラ ク タ

マーゼ阻害剤であるtazobactam(TAZ)と 広域ペニシリ

ン系抗生物質のpiperacillin(PIPC)を 力価比1:4の 比率

で配合 した注射用製剤である。大鵬薬品工業株式会社

で新 しく開発 されたTAZ1)は 各種細菌が産生する従来

のペニ シ リナーゼ(PCase),セ フ ァロスポ リナーゼ

(CEPase)を 強 く阻害するほか2),近 年注 目を集めてい

る第3世 代セ フェム剤 を良 く加水分解す るβ一ラクタ

マーゼ も阻害 し3～9,既 に臨床使用 されているclavula.

nicacid(CVA),sulbactam(SBT)と 比 較 して強 く広 い

阻害 スペ ク トルを有するβ-ラ クタマーゼ阻害剤であ

る。一方,富 山化学工業株式会社で開発 されたPIPC6)

は長年臨床使用 されてお り,安 全性,有 効性の面で高

い評価 を受けて来 たが,β-ラ クタマーゼに弱 いとい

う欠点を有 している。

これ らの性格 を有するTAZとPIPCを 配合 したTAZ/

PIPCの 特 長 として,基 礎的には1)ブ ドウ球菌か ら緑

膿菌 に及び,ま たβ-ラ クタマーゼによる耐性菌 にま

で幅広い抗菌 スペ ク トルを示す こと,2)第1-3世 代

のセ フェム剤を分解するβ-ラ クタマーゼによるセフ

ェム耐性菌に対 しても優れた抗菌力を示 したこと,さ

らに3)PIPC耐 性 菌,セ フェム耐性菌の誘導率がPIPC,

ceftazidime(CAZ)等 と比較 して極めて低いこと等が報

告 されて い る。 また,ヒ トでの体 内動態 がTAZと

PIPCで 良 く一致 してお り,適 した配合剤である7)。

今回著者 らはこのような基礎的評価 をふ まえて,本

剤の呼吸器感染症に対する臨床検討 を行った。

対象は平成3年7月 か ら平成4年2月 までの間に当院

を受 診 し,試 験 参 加 の同意 を得 られ た8例 であ る

(Table1)。 性 別は男性4例,女 性4例 で年齢は28～75

歳(平 均53.1歳)で あった。対象疾患 としては肺炎5例,

気管支拡張症3例 であ り,そ の感染症重症度は全例軽

症～中等症であった。これ らの症例 に対 し,1回1.25

～2 .59を1日2回(1日 投与量2.5～5.09),4～14日 間投

与 し,総 投与量は16.25～70.Ogで あ った。

効果判定 は,臨 床症状,末 梢 白血球数,血 液像,CRP,

赤 沈,胸 部X線 所見,菌 の消長,喀 痰量 とその性状 な

どにより著効(excellent),有 効(good),や や有効(fair),

無効(poor)の4段 階で判定 した。

なお,本 剤投与中に本剤 との因果関係が否定できな

い副作用(ア レルギー症状,消 化器症状,中 枢神経症

状な ど)の 出現がないか否か を調査す るとともに,本

剤投与前後に臨床検査を施行 して,臨 床検査値異常の

出現の有無をみた。

臨床効果は著効3例,有 効3例,や や有効1例,無 効

1例 であった。著効3例 は共に肺炎例 であ り,速 やか

な臨床症状,喀 痰0の消失,胸 部X線 所見の改善を認め

た。無効症例はStaphylococcusaureusを 起 炎菌 とした肺

炎の症例でTAZ/PIPC 5.0g(分2)を 投 与 したが,胸 部

X線 所見,臨 床症状 の改善が認め られず,4日 間で中

止 した。起炎菌であるSaureusに 対 する本剤のMICは

3.13μg/mlで あ ったが,菌 の消失は認め られなかった。

細菌学的効果の検討は,5例 より分離された6株 に

ついて行い,6株 中5株 が消失 した。すなわち,StrePL

tococcus Pneumoniae 2株,Pseudomonas aeruginosa 2株,

HaemoPhilus influenzae 1株 は 除菌 されたが,S.aureus

1株 については除菌 されなかった。

副作用 は全例に認め られなかったが,臨 床検査値異

常変動 を2例 に認めた。症例6,7で 好 酸球の増多を認

めたが,そ の程度は軽度であ り,特 に処置を必要 とす

るものもなかった。

呼吸器感染症8例 について本剤の臨床効果,安 全性
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Table 1. Clinical results of tazobactam/piperacillin therapy

a) before after

b) P: purulent PM: mucopurulent M: mucous +++:>50ml ++: <50•`>10ml +: <10ml -: none
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Table 2. Clinical laboratory findings

B: before A: after

について検討 したところ,6例 に有効以上の臨床効果

が得 られた。起 炎菌の同定 で きた症例 のうち,β-ラ

クタマーゼ産生の有無 を検討 した2例 については,&

aureus 1株,Paeruginosa 1株 がβ-ラ クタマーゼ産生

株であった。β-ラ クタマーゼ産生P.aeruginosa感 染 の

症例は,長 期 にわた りP.aeruginosaを 認 める気管支拡

張症の症例であったが本剤投与により菌の消失を認め

た。気管支拡張症は既存構造の器質的変化が認められ

るため,一 般に投与薬剤の有効病巣濃度が得 られ難 く,

しば しば難治化をきたす。今回,気 管支拡張症3例 中,

2例 はPaeruginosa感 染 であったが,共 に菌消失を認

め本剤の有用性を示唆するもの と考えられる。アレル

ギー症状,消 化器症状,中 枢神経症状などの副作用は

認め られず,臨 床検査値異常変動 も2例 に軽度認め ら

れただけで,本 剤の有効性 と考え合わせると,本 剤は

有用性の高い薬剤であることが示唆 された。
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Clinical studies on tazobactam/piperacillin in respiratory tract infections

Shinobu Takenaka and Kiyoshi Shima

Department of Internal Medicine, Kumamoto Municipal Hospital

1-1-60 Koto, Kumamoto 862, Japan

The clinical efficacy of tazobactam/piperacillin (TAZ/PIPC: YP-14) in eight patients with

respiratory tract infections was excellent in three cases, good in three cases, fair in one and poor in

one. Among six strains of pathogenic bacteria, five strains were eradicated, but one strain of

Staphylococcus aureus was not eradicated.

No adverse reactions were observed in any patients. In the laboratory findings, abnormal values

were observed in two cases. On the basis of the above results, TAZ/PIPC is suggested to be a

highly useful agent in respiratory tract infections.


